松本礼二『知識人の時代と丸山眞男』合評会 by 山辺 春彦
第
九
回
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
研
究
会
松
本
礼
二
『
知
識
人
の
時
代
と
丸
山
眞
男
』
合
評
会山
辺
春
彦
二
〇
二
〇
年
度
（
第
九
回
）
の
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
記
念
比
較
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
公
開
研
究
会
は
、
松
本
礼
二
氏
（
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
）
の
ご
著
書
『
知
識
人
の
時
代
と
丸
山
眞
男
：
比
較
二
〇
世
紀
思
想
史
の
試
み
』（
岩
波
書
店
、
二
〇
一
九
年
）
の
合
評
会
と
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
は
、
著
者
で
あ
る
松
本
氏
を
お
招
き
し
、
鷲
巣
力
氏
（
立
命
館
大
学
加
藤
周
一
現
代
思
想
研
究
セ
ン
タ
ー
長
）、
宇
野
重
規
氏
（
東
京
大
学
教
授
）、
趙
星
銀
氏
（
明
治
学
院
大
学
専
任
講
師
）
よ
り
ご
報
告
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
後
に
行
わ
れ
た
討
論
に
は
、
渡
辺
浩
氏
（
東
京
女
子
大
学
丸
山
眞
男
文
庫
顧
問
、
東
京
大
学
名
誉
教
授
）
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
各
報
告
の
タ
イ
ト
ル
は
次
の
通
り
で
す
。
鷲
巣
力
「
松
本
礼
二
著
『
知
識
人
の
時
代
と
丸
山
眞
男
』」
宇
野
重
規
「
松
本
礼
二
・
丸
山
眞
男
・
ト
ク
ヴ
ィ
ル
」
趙
星
銀
「「
戦
後
自
由
主
義
」
の
思
想
史
―
―
松
本
礼
二
『
知
識
人
の
時
代
と
丸
山
眞
男
：
比
較
二
〇
世
紀
思
想
史
の
試
み
』（
岩
波
書
店
、二
〇
一
九
年
）
を
手
掛
か
り
に
」
今
回
の
公
開
研
究
会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た
め
、
会
の
模
様
を
撮
影
し
た
録
画
を
配
信
す
る
と
い
う
形
で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
本
『
報
告
』
に
は
、
各
報
告
の
フ
ル
ペ
ー
パ
ー
を
ご
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
報
告
後
に
行
わ
れ
た
討
論
の
記
録
を
あ
わ
せ
て
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
松
本
礼
二
氏
、
鷲
巣
力
氏
、
宇
野
重
規
氏
、
趙
星
銀
氏
、
渡
辺
浩
氏
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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